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どんな文字も見逃さない科学の眼どんな文字も見逃さない科学の眼

EYE

　発掘調査では、墨で文字

などが書かれた土器・木器

が出土することがあります。

　長い年月の間に墨が薄く

なっている場合、肉眼では

何が書かれていたのか見え

ません。しかし、そこには

重要な情報が･･･。

　
　１０月１５日（土）に開催した良田平田遺跡、高住井
手添遺跡・高住牛輪谷遺跡の現地説明会にはそれぞれ約
１２０名の方にお越しいただきました。多くの方のご参
加ありがとうございました。
　今後も発掘調査の状況はホームページなどでお知らせ
していきますので、どうぞご期待ください。
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　墨で文字などが書かれた出土品（特に木簡などの木製品）

を観察する時は、「赤外線カメラ」が大活躍します。

　赤外線とは、人間の目では見る（感じる）ことができな

い光です。赤外線を感知できるカメラでのぞけば、墨が残っ

ている部分は赤外線が吸収されて黒く映り、それ以外の部

分は反射して白く映ります。

　右の写真の木簡は、肉眼では文字を読むことができませんでしたが、

赤外線カメラで撮影したところ、「磨磨國播國」の文字が鮮明に浮かび

上がってきました。書かれてあった文字は文章として成り立たず、そ

の組み合わせからすれば、“播磨国”の文字の練習をした “習書木簡”だっ

たと考えられます。

　地域の歴史を明らかにするために、どんな小さな情報も “科学の眼”

は見逃しません。
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（左） 普通に撮影した写真
（右） 赤外線カメラで撮影した写真

＜協力：島根県立古代出雲歴史博物館＞
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良田平田遺跡

【古代の役人のベルト金具が出土！】

【平安時代には存在した“良田（荒田）”の地名】

巡方 丸鞆 鉈尾
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　奈良～平安時代の墨書土器の中に、
「荒田大内」と書かれたものがありまし
た。良田地区は明治３年まで “荒田村”
と呼ばれており、地区内に荒田神社も
あります。荒田という地名が平安時代
（約 1200 年前）まで遡ることがわかる
貴重な発見になりました。

　 “荒田”が

平安時代からあった

地名だったなんて、

 びっくりしたよ！

※写真出典：奈良国立文化財研究所ほか編
　　　　　　1989『平城京展』図録

　調査区の西辺部と谷の中央部を流れる溝の中から、古代の
役人が身につける腰帯（ベルト）の金具が３点出土しました。
　左上は「巡方」で長方形をしており、下半部に長方形の
透かし孔があけられています。中央は「丸鞆」でかまぼこ
を切ったような形をしており、やはり下半部に長方形の透
かしが入っています。巡方も丸鞆もベルトの側面に取り付
けるものです（右の写真参照）。どちらも銅製で表面に黒
漆が塗られていました。また、右上は銅製の「鉈尾」でベ
ルト端に取り付けられた金具です。4本の鋲で取り付ける
ようになっています。
　こうした腰帯の金具といえども、自由に着用できたわけ
ではありません。奈良時代の天平宝字元（757）年に定め
られた『養老衣服令』には、五位以上の役人（貴族や国司
など）は金銀製の金具を、六位以下の中・下級役人は “烏油”
つまり黒漆を塗った銅製の金具を用いることが規定されて
いました。
　今回の調査で田畠の経営に係る管理施設と推定される
建物跡がみつかっていますが、そこで勤務していた人物
は中・下級の役人だったことが想定できます。
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※３点の写真はほぼ原寸大



弥生人の

　治水技術

横板を杭で止める
　溝の壁面を板でふさぎ、水の流れ
で壁面が浸食され、崩落するのを防
ぎます。

　杭・板・樹皮で造られた護岸施設は、いくつかのパターンがあ
るようです。ここでは、代表的な構造を２つ紹介します。

樹皮の敷設
　溝の壁面などに樹皮を敷きつめ、そ
の上を粘土などで覆います。強い水の
流れを受けても樹皮で補強されている
ため、簡単にはえぐれません。

　高住井手添遺跡では、弥生時代中期（約 2200 ～ 2100 年前）の溝がみつかりました。
強い水の流れから溝を守るため、杭や板、樹皮を使った護岸施設も造られています。その技術は
現代にも通じるもので、弥生時代の人々が工夫をこらして溝を管理していたことがわかります。

溝　を　守　る溝　を　守　る

ムラの境に

掘られた溝
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高住牛輪谷遺跡
高住井手添遺跡

　調査区の中央付近で、弥生時代後期～古墳時代前期（約 1800 ～ 1600
年前）の溝と土坑が集中してみつかりました。
　溝は遺跡南東の丘陵に沿うように、カーブを描いて掘られています。そ
して、土坑はこの溝よりも丘陵側に集中しており、湖山池へ向かって低く
なる北側ではほとんどみつかっていません。
　そのため、この溝は居住域の端を区画するために掘られたのではないか
と考えています。丘陵の小高いところに集落があったのでしょう。

区画溝区画溝

土坑の集中

する範囲

土坑の集中

する範囲

　10 月からは、これま
で調査を進めてきた「1
区」だけでなく、その東
側にある「2区」の発掘
も行っています。
　どのような発見がある
か、ご期待ください！

丘陵の上にはどんな集落が

あったのかなぁ？

区画溝（白い点線）を東側からみる
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高住平田遺跡

砂に埋もれた

水田！

　調査区南側の 3 区では、室町時代（約 700 ～ 500 年前）ごろの川と、その両岸で水

田の跡がみつかりました。水田は高さ 5cm ほどのアゼで区画されていて、現在の水田の

ような長方形で整然と並んでいるのではなく、いびつな形をしているものもありました。

　みつかった水田は、全体が 3 区にある川が

洪水を起こして堆積した黄色い砂で埋まって

いました。そのため、当時のアゼがほぼその

ままの形で残っていました。

　また、水田には砂で埋まった小さなへこみ

が点々としていますが、これらは人や牛の足

跡です。牛を使って水田を耕したりしたとき

についたものでしょう。

↑ 3 区でみつかった中世の水田と川（北西から）

←川の東側にあった水田の区画

※白い破線は水田の区画を、青塗り
部分は川を表わしています。
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